
   

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  5,810  △12.3  △38  －  △56  －  △390  －

22年３月期第１四半期  6,626  △6.9  107  14.6  131  △14.8  82  115.1

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △44  18  －  －

22年３月期第１四半期  9  35  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  10,760  3,286  30.5  372  09

22年３月期  10,260  3,743  36.5  423  89

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 3,286百万円 22年３月期 3,743百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  6 00 － － 6 00  12  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  6 00 － － 6 00  12  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  12,530  △5.1  160  △42.4  230  △23.8  △100  －  △11  32

通期  24,210  △3.2  270  107.2  400  69.9  △40  －  △4  53



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想に

関する事項については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 8,882,908株 22年３月期 8,882,908株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 51,697株 22年３月期 51,596株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,831,282株 22年３月期１Ｑ 8,831,893株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や経済対策の効果などを背景に、企業収益の

改善や個人消費の持ち直しの動きがみられるものの、失業率が高水準にあるなど、依然として厳しい状況にありま

す。 

外食産業におきましては、お客様の節約志向や低価格志向が依然強く、加えて企業間の競争・競合の激化から経

営環境が益々厳しくなっております。 

このような状況の中で当社グループは、「もっとお客様に喜ばれるお店に変えよう」をテーマに人材育成や営業

力の強化に取り組んでまいりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高58億１千万円（前年同四半期比12.3％減）、営業損失３

千８百万円（前年同四半期は営業利益１億７百万円）、経常損失５千６百万円（前年同四半期は経常利益１億３千

１百万円）、四半期純損失３億９千万円（前年同四半期は四半期純利益８千２百万円）となりました。 

（レストラン事業） 

レストラン事業におきましては、客数減少に歯止めをかけるため、接客サービスレベルの向上に取り組むととも

に、販売促進策の強化を図り価格帯や商品構成の見直しにより客単価の引き上げを行ってまいりました。 

店舗展開につきましては、新規出店を控え、既存店の業績回復を優先し、改装等を推進いたしました。当第１四

半期連結累計期間においては、新設店１店舗を出店し、総店舗数は187店舗となりました。また、改装につきまし

ては、業態転換を含め、８店舗を実施いたしました。 

この結果、レストラン事業の業績は、売上高55億５千１百万円、セグメント損失２千１百万円となりました。 

（フランチャイズ事業） 

フランチャイズ事業におきましては、フランチャイズ先との良好な関係維持と新規出店の促進を図るため、派遣

指導等を充実するとともに季節メニューの紹介や食材の販売強化に取り組んでまいりました。 

店舗展開につきましては、新設店として香港に２店舗、中国南部に１店舗を出店し、総店舗数は49店舗となりま

した。また、新たなフランチャイズ先２社との契約を締結し、出店に向けての準備を進めております。 

この結果、フランチャイズ事業の業績は、売上高２億８千５百万円、セグメント利益６千９百万円となりまし

た。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

イ．資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億９千９百万円増加し、107億６千万円

となりました。負債合計は、前連結会計年度末に比べ９億５千７百万円増加し、74億７千４百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億５千７百万円減少し、32億８千６百万円となりました。この結果、１

株当たり純資産額は51.80円減少し、372.09円となり、自己資本比率は6.0ポイント下降し、30.5％となりました。

ロ．キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

６億１千万円増加し、当第１四半期連結累計期間末には27億９千３百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、８千６百万円（前年同四半期は２億７千７百万円の獲得）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純損失３億１千万円、仕入債務の増減額１億４千９百万円による減少があった一方

で、減価償却費１億２千４百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額２億９千４百万円による増加があっ

たこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、８千３百万円（前年同四半期は１億４千４百万円）となりました。これは店舗

の新設等による支出１億４千４百万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、７億９千万円（前年同四半期は６億２千２百万円）となりました。これは長期

借入れ12億円を行った一方で、長期借入金の約定返済３億３千７百万円を行ったこと等によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月11日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ3,031千円増加し、税金等調整前四半期純損失は、297,376千円増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は335,250千円であります。 

（ロイヤリティ収入及び自販機手数料収入の計上区分の変更） 

従来、ロイヤリティ収入及び自販機手数料収入については、営業収入の区分を設けて計上しておりましたが、当

第１四半期連結会計期間から売上高の区分に含めて計上し、営業収入の区分を廃止しております。この変更は、当

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報」を開示したことに伴い、ロイヤリティ収入をフランチャイズ事業

の売上高に含めて表示したほうが「セグメント情報」をより明瞭に表示することとなるため、「セグメント情報」

の売上高の記載に合わせて変更するものであります。 

この変更により、売上高が75,952千円増加し、売上総利益が同額増加しておりますが、営業損失、経常損失及び

税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,793,910 2,183,615

売掛金 137,907 103,725

商品及び製品 158,862 208,120

原材料及び貯蔵品 53,942 55,182

その他 1,013,820 1,154,574

貸倒引当金 △1,998 △2,715

流動資産合計 4,156,444 3,702,502

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,508,517 5,463,065

土地 769,624 769,624

その他 1,536,027 1,426,594

減価償却累計額 △4,729,718 △4,663,932

有形固定資産合計 3,084,450 2,995,351

無形固定資産 213,096 221,324

投資その他の資産   

差入保証金 2,525,984 2,559,793

その他 822,267 824,135

貸倒引当金 △41,695 △42,330

投資その他の資産合計 3,306,556 3,341,598

固定資産合計 6,604,102 6,558,274

資産合計 10,760,547 10,260,776



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 731,088 883,160

短期借入金 1,305,728 1,130,002

未払法人税等 29,500 55,000

賞与引当金 120,000 168,000

その他 1,335,746 1,383,545

流動負債合計 3,522,063 3,619,707

固定負債   

長期借入金 2,517,742 1,830,704

資産除去債務 338,155 －

その他 1,096,543 1,066,892

固定負債合計 3,952,441 2,897,596

負債合計 7,474,504 6,517,303

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,151,528 1,151,528

資本剰余金 1,344,671 1,344,671

利益剰余金 1,007,097 1,450,214

自己株式 △69,726 △69,615

株主資本合計 3,433,571 3,876,798

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △446 40

為替換算調整勘定 △147,081 △133,366

評価・換算差額等合計 △147,528 △133,325

純資産合計 3,286,042 3,743,472

負債純資産合計 10,760,547 10,260,776



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 6,626,854 5,810,170

売上原価 2,574,168 2,275,493

売上総利益 4,052,686 3,534,677

営業収入 65,181 －

営業総利益 4,117,867 －

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 1,891,079 1,705,345

賞与引当金繰入額 171,578 109,618

その他 1,947,970 1,758,076

販売費及び一般管理費合計 4,010,627 3,573,040

営業利益又は営業損失（△） 107,240 △38,363

営業外収益   

受取利息及び配当金 240 163

仕入割引 21,623 25,777

受取賃貸料 11,077 10,719

その他 14,499 4,686

営業外収益合計 47,441 41,347

営業外費用   

支払利息 12,571 14,013

為替差損 10,227 34,859

その他 117 10,921

営業外費用合計 22,917 59,795

経常利益又は経常損失（△） 131,764 △56,810

特別利益   

固定資産売却益 3,000 571

貸倒引当金戻入額 8,025 1,351

受取補償金 14,070 －

賃貸借契約解約損戻入益 － 42,392

特別利益合計 25,095 44,315

特別損失   

固定資産除却損 2,305 3,938

賃貸借契約解約損 1,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 294,345

特別損失合計 3,305 298,284

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

153,554 △310,779

法人税、住民税及び事業税 20,232 25,523

法人税等調整額 50,773 53,824

法人税等合計 71,006 79,348

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △390,128

四半期純利益又は四半期純損失（△） 82,548 △390,128



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

153,554 △310,779

減価償却費 125,426 124,860

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,025 △1,351

賞与引当金の増減額（△は減少） － △48,000

受取利息及び受取配当金 △240 △163

支払利息 12,571 14,013

固定資産除売却損益（△は益） △694 3,367

賃貸借契約解約損 1,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 294,345

売上債権の増減額（△は増加） － △34,425

たな卸資産の増減額（△は増加） △31,417 49,878

仕入債務の増減額（△は減少） △16,571 △149,119

その他 133,724 32,719

小計 369,326 △24,655

利息及び配当金の受取額 240 163

利息の支払額 △12,972 △14,671

法人税等の支払額 △79,481 △47,307

営業活動によるキャッシュ・フロー 277,113 △86,470

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △130,421 △140,030

有形固定資産の売却による収入 3,000 571

無形固定資産の取得による支出 △380 △912

差入保証金の差入による支出 △68,631 △4,561

差入保証金の回収による収入 55,484 59,003

その他 △3,760 2,043

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,708 △83,886

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 1,000,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △312,384 △337,236

リース債務の返済による支出 △11,191 △18,885

配当金の支払額 △52,991 △52,987

その他 △700 △110

財務活動によるキャッシュ・フロー 622,731 790,780

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,647 △10,128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 752,488 610,294

現金及び現金同等物の期首残高 2,841,461 2,183,615

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,593,950 2,793,910



該当事項はありません。 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

当連結グループは飲食事業のみを営んでおり、事業区分が単一セグメントのため該当事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１. その他の地域に属する国又は地域は次のとおりであります。 

その他の地域・・・・米国、香港、台湾等 

２. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、レストラン関連事業を行っており、直営、フランチャイズのサービス形態別に国内及び海外の包括的な

戦略を立案し、事業展開しております。 

したがって、当社は、サービス形態別のセグメントから構成されており、「レストラン事業」及び「フランチャ

イズ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「レストラン事業」は、国内及び海外において回転寿司を中心とした直営レストランの店舗展開を行っておりま

す。「フランチャイズ事業」は、海外においてフランチャイズ加盟店の募集及び加盟店の経営指導等を行っており

ます。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 734,506 734,506 

Ⅱ 連結売上高（千円） － 6,626,854 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
11.1 11.1 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額△86,331千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。 

２． セグメント利益または損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。  

該当事項はありません。 

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

レストラン フランチャイズ 計 

売上高           

外部顧客への売上高  5,551,455  258,715  5,810,170  －  5,810,170

セグメント間の内部売上
高または振替高 

 －  27,147  27,147  △27,147  －

計  5,551,455  285,862  5,837,318  △27,147  5,810,170

セグメント利益または損失

（△） 
 △21,268  69,236  47,968  △86,331  △38,363

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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